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論文要旨
本稿の目的は、保育士養成科目「乳児保育」におけるワークシートの活用と、個別学習とグルー
プ学習の学習形態から、「おむつ」と「かみつき」の 2つの課題に関する学生の視点の獲得につい
て検討することである。本稿では、課題に対する目標達成を支援することに加え、「保育者、子ども、
連携（保育者間）、連携（保護者）」の 5 つの視点から課題を捉えることを期待したワークシート
の活用から、ワークシートと学習形態の関係性について、学生の記述内容から検討した。結果、学
生は個別学習後のグループ学習によって、新たな視点の獲得を得るという傾向が認められた。また
ワークシートの活用は、個別学習とグループ学習の併用によって得た視点の獲得について認識する
機会となり、目標達成を支援するワークシートの構成と学習形態の多様な組み合わせが、課題に対
する新たな視点の獲得において有効的である可能性が示唆された。
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1．問題と目的
本研究は、指定保育士養成施設（以下「保育
者養成校」という）で保育士資格取得を希望す
る学生の必修科目である「乳児保育」において、
保育の実践に必要な、多様な視点の獲得を到達
目標とした授業方法について検討することを目
的とするものである。
3 歳未満児の保育を対象とする科目「乳児保
育」の実施に対する需要は高まっている。加え
て、保育者とは日々の経験を通して熟達化して
いくものであるにもかかわらず、新任保育者に
求められている知識や技術は多くなっている。
今日の保育士不足は深刻な社会問題で、厚生
労働省は 2015（平成 27）年に作成した「保育
士確保プラン」の中で、2017 年度末までに国
全体として新たに確保が必要となる保育士数を
6.9 万人としている1）。また、同プランにおいて
保育士確保施策の具体的内容には、「保育士養成
施設で実施する学生に対する保育所への就職促
進を支援」といったことも盛り込まれており2）、
保育士資格取得後すぐに保育現場で即戦力とな
ることを前提に保育士職に就くことが求められ
ていると考えられる。また、同省は「保育所等
関連状況取りまとめ（平成 29 年 4 月 1 日）」の
中で、就学前児童の保育所等利用率は 42.4％で
あり、内 3 歳未満児は 35.1％、中でも 1・2 歳
児が 45.7％を占めていること、待機児童数にお
いては 3 歳未満児が全体の 88.6％を占めている
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ということを公表している3）。
保育者養成校の 1 つである短期大学では、通
常 2 年間の学びを基として保育士資格及び幼稚
園教諭 2 種免許を取得することが可能であり、
学生は各教科において資格・免許取得のために
日々学びを深めている。筆者が非常勤講師をし
ている短期大学において 2017 年 4 月に 1 年生
を対象に、3 歳未満児との関わりについてアン
ケート調査を行ったところ、1 か月以内に関わ
りがあったと答えた学生は、0 歳児 10.4％、1
歳児 6.7％、2 歳児 7.5％という結果が得られた
（n=134）。これは、日常の生活において、「乳
児保育」の対象である 3 歳未満児と関わる機会
は、そう多くないという現状を表しているとい
える。そのため、授業で学んだことを実践した
り試したりする場は保育実習が中心であるとい
うことが考えられる。従って、「乳児保育」に
おいては演習科目である側面からも、講義に加
えて体験型の要素も取り入れ、知識と実技を通
し、3 歳未満児の保育実践に向けて、多様な視
点を獲得することができるよう、授業を展開し
ている。
平成 21 年第 2 回保育士養成課程等検討会4）
では、「保育所における人材（保育士）養成の
課題」が資料として挙げられおり、3 歳未満児
の入所希望の増加の事項の中で、現状と課題と
して新任保育士について次のことが指摘されて
いる。
◦ 乳児とその発達過程の知識や関わりの体験
が不十分である。
◦ 養護面の知識・技術に不安がある
◦ 乳児との関わりに余裕がない
それに対する提案として、
◦ 乳児保育に関しては、実技の実習の充実が
必要である。
ここからも、3 歳未満児の保育の需要の高さ
に伴い、保育現場からは実践に結びつく授業内
容が求められていることがいえる。
榎沢（2016）は、保育者の成長と専門性を論
じる中で、「個々の保育者は一人の子どもにつ
いて、それぞれ固有の視点から理解するのであ
る。それゆえ、他の保育者の子どもについての
理解を知ることは、私自身の理解を豊かにする
し、修正させられることにもなり得る。すなわ
ち、他者の見方を知ることで子ども理解が発展
するのである」5）とし、保育実践における同僚
の見方から共同性の重要さを説いている。これ
を学生に置き換えるのならば、学習において他
者との共同により、他者の見方を知ることで課
題への理解が発展すると考えられるだろう。し
かし、一般に、初学者が同じ問題に多様な解・
解法があることを認識し appropriate すること
は難しく6）、これは保育を学ぶ学生にとっても
同じことがいえると考えられる。学習過程につ
いていえば、三宅（2007）7）は、実効性の高い
学習の実現には個人的な過程と社会的な過程の
両者を融合的に支援することが必要で、学習に
有効な協調的な活動場面を設計する際には、「一
人ひとりが自分の考えを持ち、外化すること」
「他者と自分の考えを相互に参照吟味すること」
「再度自分自身の考えを見直し、作り直すこと」
の 3 つの活動を明示的に支援すべきとしてい
る。また、特に、「乳児保育」が 1 年次履修となっ
ている場合は、保育について学び始めたばかり
の学生を対象に、実践に結びつく授業内容を考
える必要がある。このような課題に対し、初学
者が使いやすいような課題に特化したワーク
シートを提供することは、理解が進むだけでな
く、見直すことを可能にする8）。
従って、筆者が担当する「乳児保育」におい
ても、ワークシートに支援されながら学生個人
が課題について解釈していく個人学習に加え、
他学生の見方を知ることが可能なグループ学習
を取り入れることにより多様な視点を獲得でき
ることが考えられる。よって本研究では、保育
士養成科目「乳児保育」における多様な視点の
獲得に向けて、それを支援するワークシートと、
ワークシートと個別学習とグループ学習との関
係について検討を行なうことを目的とする。
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2．方法
2．1．調査の対象、研究協力者、期間
［調査対象と研究協力者］
筆者が非常勤講師をしている保育者養成校の
女子短期大学において、保育士資格取得に伴う
必修科目「乳児保育」内で使用した 2 種類のワー
クシート①と②を調査対象とする。受講生 1 年
生 135 名のうち、前期に使用した 3 種類のワー
クシートから変化がみられるなど、特徴的な記
述があった 11 名にワークシート使用の協力を
求めた。
［調査期間］
調査期間は、2017 年 4 月から 7 月までの前
期講義の期間中、5 〜 7 回目及び 9 〜 11 回目
である。
［分析方法］
対象学生全 11 名のワークシート①と②につ
いて、それぞれ学生の記述内容から検討する。
記述の内容を、設問ごとにテキストマイニング
ツール UserLocal の頻出単語によって、記述の
傾向を得た後にカテゴリー分けし、記述数を算
出する。カテゴリーは、それぞれの課題におけ
る学生の視点に注目して作成した。各課題での
視点の獲得の傾向や他学生間の比較、同一学生
における視点の獲得の変容についてワークシー
トの記述から検討する。各課題により獲得が期
待される視点は、子ども、保育者、保護者、連
携（保育者間）、連携（保護者）の 5 つの視点
である。
　
2．2．倫理的配慮
本研究実施にあたっては、研究倫理に基づき、
研究協力者である学生 11 名に研究の趣旨を説
明し、ワークシートを使用することの承諾を書
面にて得ている。また、実名は使用せずアルファ
ベットを用いることによって、個人を特定でき
ない形で分析を行った。
　
2．3．調査対象ワークシート
本研究では、2 種類のワークシートを調査対
象とする。「乳児保育」では、3 種類のワークシー
トを使用した。課題は①おむつ、②かみつき、
③発達に合った手作り玩具の作成に関するもの
で、これら 3 種類のワークシートから①と②を
対象とし、課題に対する視点の獲得について分
析していく。③発達に合った手作り玩具の作成
に関するワークシートは、課題への取り組み自
体は 3 週に渡っているが、記入作業については
最終週のみであることから、視点の変容をみる
ことは難しいと判断し、本研究では対象外とし
た。
それぞれのワークシートは、1 週目終了後一
度回収し、適宜コメントや波線・丸などを付け
て次週フィードバックした。2 週目終了後に再
度回収し、1 週目同様、適宜コメントや波線・
丸などを付けて 3 週目に返却と共にフィード
バックし、課題終了とした。
次に、本研究の対象である 2 種類のワーク
シート、おむつに関するワークシート①（資料
1）と、かみつきに関するワークシート②（資
料 2）についてそれぞれ説明する。
尚、授業において使用したワークシートは資
料 1 と 2 の通りであるが、本稿では便宜上、表
記を変更して記載した箇所も存在する。（例：資
料 1 養育者、資料 2 保護者　保護者に統一など）
［ワークシート①おむつに関する課題］
ワークシート①おむつに関する課題は、5 〜
7 回目の授業の中で取り上げた。1 週目に紙・
布おむつに触れることや、おむつに水をかけて
濡らす実験をすることで感触を知り（①－Ａ〜
Ｄ）、2 週目に様々な立場からおむつについて
考えられるようワークシートの構成がされてい
る（①－Ｅ・Ｆ）。背景として、これまでの授
業内で、乳児保育における基礎知識の中で乳児
の生得的な特徴、愛着行動の発達段階及び 3 歳
未満児の発達の特徴について、学習を終えてい
る。
［ワークシート②おむつに関する課題］
ワークシート②かみつきに関する課題は、9
〜 11 回目の授業の中で取り上げた。1 週目は、
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ロールプレイ（子ども・保護者・保育士）を体
験し、演じた際の気持ちをグループ内で共有し
た（②－Ｇ・Ｈ）。2 週目は、かみつきが起きた
時の対応やかみつき防止について考えられるよ
うワークシートの構成がされている（②－Ｉ・
Ｊ）。背景として、既に新生児から 3 歳未満児
の育ちと保育についての学習を終えており、グ
ループ学習による③発達に合った手作り玩具の
作成を並行して行っていた。
①②いずれのワークシートも、設問によって
個別学習とグループ学習の学習形態を変化さ
せ、多様な視点の獲得が意図されているもので
ある。
ワークシート①②は、それぞれの課題に対す
る授業の目標を基に作成した（表 1）。ワーク
シートの構成と学習形態は、①が表 2 － 1、②
は表 2 － 2 の通りである。
尚、本稿中の「子ども」は、科目「乳児保育」
の対象である 3 歳未歳児を指す。また、布は布
おむつを、紙は紙おむつを指す。
3．結果と考察
課題①おむつと課題②かみつきについて、
ワークシートの設問の順に、それぞれの記述か
ら目標とする 5 つの視点の獲得について検討す
る。また、各設問において、学生 11 名のいず
れかが各視点について獲得した場合は、「獲得
した視点」として表記した。
3．1．課題①－Ａに対する回答と視点
学習形態：グループ学習（約 10 名）
獲得した視点：子ども
①－Ａでは、乾いた状態の布・紙おむつの感
触を知るため、自分の指先を子どものお尻に見
立て、それぞれのおむつに触れて感触を得た。
布おむつは一般的な綿素材のもの、紙おむつは
一般的に市販されている高吸水性樹脂など化学
素材で出来た新生児用サイズのものを使用し
た。
記述から、感触は布「サラサラ」「重い」、紙
「フワフワ」「軽い」といった素材や重さについ
表 1　おむつ・かみつきに関する課題の目標
課題 目標 1週目 2週目
ワークシート①（おむつ）
出生直後から
着用をやめる
まで直接肌に
触れているお
むつに関し
て、多様な視
点から捉える
ことができる
布・紙おむつ
の特性を捉
え、おむつを
1 日中着用し
ている子ども
の気持ちを考
える
子どもの最善
の利益を前提
に、低年齢児・
保育者・保護
者等、多様な
視点からおむ
つについて捉
えようとする
ワークシート②（かみつき）
3 歳未満児の
発達過程にお
いて発生する
ことのあるか
みつきに関し
て、多面的に
捉えることが
できる
ロールプレイ
を通して、か
みつきにかか
わる子ども、
保護者、保育
士それぞれの
気持ちを共有
し、様々な感
情に気づく
かみつき発生
後の対応や防
止策などにつ
いて、多面的
に捉えようと
する
表 2－ 1　ワークシート①の構成と学習形態
設問 テーマ 内容 学習形態
A 衣服に対する理解 布・紙おむつの感触 グループ
B 状態変化による快・不快に対する理解 湿らせたおむつの感触 グループ
C 状態変化による特性に対する理解 おむつによる吸収性の違い グループ
D 子どもと衣服の関係性における理解 おむつと子ども理解 個別
E 多面的な捉え方への発展 様々な立場にみる利点と欠点 グループ
F 振り返り 課題全体を通しての学び 個別
表 2－ 2　ワークシート②の構成と学習形態
設問 テーマ 内容 学習形態
G 様々な立場の存在 かみつきに対する課題の発見 グループ
H 気付きと発見 様々な立場によるかみつきの捉え方 個別
I 多面的な捉え方への発展 様々な立場の存在と保育者の関係 個別
J 振り返り 課題全体を通しての学び 個別
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ての記述が多くみられた。中には、布「濡れて
いない時は気持ち良さそう。」、紙「汗をかいた
ら蒸れそう」といった、おむつの着け心地に注
目した記述も認められた。これは、子どもの視
点でおむつを捉えたものと考えられる。また、
布・紙おむつ両方において、「柔らかい」とい
う記述がみられた。これは、素材が違っていて
も同じ感触を得ていることから、乾いた状態だ
けでは違いを感じることが難しかったといえ
る。
続いて、①－Ｂ・Ｃについて、学生の記述か
ら視点を検討する。
3．2．課題①－Ｂ・Ｃに対する回答と視点
学習形態：グループ学習（約 10 名）
獲得した視点：子ども
①－ＢとＣは連続して実施したため、同時に
検討する。ここでは、布・紙おむつそれぞれに
50ml ずつ水をかけていき、吸収していく様子
と、重さや漏れについての違いを実験観察した。
①－Ｂでは、50ml の水をそれぞれのおむつに
かけ、①－Ｃでは、水が漏れるまで 30 秒毎に
50ml ずつ水をかける都度、それぞれのおむつ
に触って感触を得るようにした。布おむつは、
実際の着用と同じ様に、防水性の布おむつカ
バーの上に布おむつを置いて使用した。
50ml の水をかけ始めた時点では（①－Ｂ）、
布おむつについて、湿ったり濡れたりといった
状態に対する記述が多く、紙おむつでは、サラ
サラしているという素材の感触に関する記述が
多くみられた。
おむつが漏れるまで水をかけていく実験（①
－Ｃ）に移ると、「250ml で、あまり吸収しな
いため横から漏れた。ビチョビチョ」や、「650ml
で限界まで膨れていて保冷剤みたい。」など、
状態のみに対する記述と、 「感触は布が水で濡
れていてべちゃべちゃで気持ちが悪い感じ。」
や、「紙の方がすぐに水を吸収してくれたから、
サラサラして気持ち悪さは少ないと思う。」な
ど、状態に加えて着け心地に注目した記述がみ
られた。これらは、布・紙おむつの吸収力の違
いに対する実感が着け心地へとつながった学生
と、そうでない学生に分かれたといえる。また
紙おむつについては、吸収力に伴う重さに注目
した記述もみられ、中には「紙は重い。赤ちゃ
んがかわいそう。」といった子どもの視点で状
態や重さを捉えていると解釈できる記述もみら
れた。
続いて、①－Ｄについて、学生の記述から視
点を検討する。
3．3．課題①－Ｄに対する回答と視点
学習形態：個別学習
獲得した視点：子ども、保育者
ここではワークシートの支援により、おむつ
に水をかける実験後の布・紙おむつそれぞれに
対する考えに加え、子どもに対する視点が期待
できる。
これまでの実験観察から、吸収性に関する印
象が強く残り、紙おむつの吸収性を評価する記
述が多数みられた。しかしそこに留まらず、「紙
おむつは漏れないけれど、中はビショビショで
重たくて、なかなか替えてもらえなかったら可
哀そうだと思った。」など、吸収力に頼ること
による子どもへの影響に視点が及んでいる記述
もみられた。さらに、「紙はなかなか漏れない
ので、保育者がよく見てあげてないといけな
い。」といった保育者としての見方もみられた。
全体として、布おむつと紙おむつそれぞれの評
価が多くみられる中で、「紙はだんだん膨らん
で、布は濡れて重たくなる。紙の方がサラサラ
感は保つが、紙が肌についていれば蒸れてしま
い、肌が荒れてしまうと思う。布はとても重た
くなるので、動きづらくなると思う。どちらに
しても（濡れたままの状態は）気持ちが悪い。」
のように、布・紙おむつの両方から子どもの気
持ちを含み、おむつを捉えている記述もみられ
た。しかし、子どもの視点を捉えていると解釈
できた学生は 2 名と少なかった。この時点では
実験の印象が布・紙おむつの捉え方に直接つな
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がっている傾向があり、紙と布おむつを比較す
るに留まっている段階にあるといえる。
　
3．4．課題①－Ｅに対する回答と視点
学習形態：グループ学習（5 〜 6 名）
獲得した視点： 子ども、保育者、保護者
①－Ｅでは、布・紙おむつについて、子ども、
保育者、保護者それぞれの立場による利点と欠
点についてグループで話し合いをした。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワークシートへの記述から、学生は布・紙お
むつの利点と欠点を 3 点から捉える傾向がある
ことが分かった。1 つ目は子どもとおむつの特
性、2 つ目は子どもと大人（保育者や保護者）、
3 つ目は布・紙おむつの特性である（表 3）。子
どもの立場からみたおむつは、子どもとおむつ
の特性から捉えている記述が多くみられた。
ここで注目したい視点は、保護者の利点にお
いて紙おむつに対して、「吸収力が良いので、
眠る時間が確保できる」といった記述である。
これは、子どもと保護者双方にとっての利点と
考えられることから、子育て支援といった観点
からもおむつを捉えていると解釈できる。
しかし、表 3 の通り、かかわりではなく、お
むつの特性のみの視点に目を向ける例が、全体
で 64 例と他に比べて多いことが分かる。これ
については、おむつの特性に対する知識が身に
付いたといえると同時に、グループ学習を行っ
た上でも子どもという視点に至ることが難し
かったともいえる。一方、子どもにとっての利
点を子どもと大人から捉えた記述は、布おむつ
3 例に対して紙おむつは 0 例であり、欠点にお
いては布おむつ 0 例に対して紙おむつ 2 例と逆
転の差異が認められた。その中でも、学生ａが
保育者の立場から考えた紙おむつに対する欠点
を、「（おむつ替えの）回数が減るため、絆が築
きにくい」とし、保護者の立場からも「替える
回数が少ないため愛着形成しにくい」といった
子どもとの相互関係について記述している。こ
れは、布・紙おむつ両方の特性をふまえた上で、
子ども、保育者、保護者の立場から、おむつに
ついて捉えていると読み取ることができる。こ
の学生 a については、最後に全課題を通した検
討をしていく。こういった他学生にはみられな
かった視点は、グループ学習の工夫や一斉学習
において他学生との共有が期待できるため、相
乗効果を期待した学習の展開も可能であると考
えられる。
続いて、課題①－Ｆについて、学生の記述か
ら視点を検討する。
　
3．5．課題①－Ｆに対する回答と視点
学習形態：個別学習
獲得した視点： 子ども、保育者、保護者
①－Ｆは、1 週目と 2 週目のまとめとして、布・
紙おむつに関する考えを記述したことから、最
終的な視点の獲得をみることができる（表 4）。
　
　
　
　
　
　
　
表 4 の通り、子ども・保護者の視点から考え
をまとめた学生が 9 例と多く挙がっている。例
として「布おむつと紙おむつ、どちらにも利点・
欠点があって、赤ちゃんと保育者・保護者とで
は利点・欠点の違いがあると知ったので、保育
者・保護者にとって良いことでも、きちんと赤
表 3　‌学生が子ども、保育者、保護者の立場か
ら考えた布・紙おむつの利点と欠点の事
例数
布（紙）
立場
子どもと‌
おむつ
子どもと‌
大人
おむつ
子ども
利点 8（8） 3（0） 0（3）
欠点 7（7） 0（2） 4（2）
保育者
利点 0（0） 5（5） 6（6）
欠点 1（0） 6（6） 5（6）
保護者
利点 0（1） 4（4） 7（7）
欠点 1（0） 4（2） 8（10）
合計 17（17） 22（19） 30（34）
表４　‌おむつに関して獲得した視点と‌‌
獲得学生数
獲得が期待される視点 獲得学生数
• 子ども 9
• 保育者 6
• 保護者 9
• 連携（保育者間） 0
• 連携（保護者） 0
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ちゃんのことを考えてどちらのおむつにするべ
きか考えることが大切だと思った。」という記
述が挙げられる。①－Ａの時点では、持ち合わ
せていなかった知識を得たことで、ワークシー
トを用いながら課題に取り組み得た視点の表れ
といえるのではないだろうか。しかし、この要
因については、複週間に渡る取り組みや、実験
や学習形態によるもの、或いは他の要因も含め
て検討することが必要であろう。
続いて課題②かみつきに関するワークシート
の学生の回答と視点について検討していく。
3．6．課題②－Ｇ・Ｈに対する回答と視点
学習形態：②－Ｇ　グループ学習（5 〜 6 名）
学習形態：②－Ｈ　個別学習
獲得した視点：ロールプレイのため他視点よ
り判断（表 5）
②－ＧとＨはつながりがあるため、同時に説
明と検討を行う。ここでは、かみついてしまう
子ども（ケンタ）とその保護者、かみつかれて
しまう子ども（ユウキ）とその保護者、そして
対応する保育士の 5 つの立場でかみつきについ
てのロールプレイを行った。ロールプレイの簡
単なあらすじはワークシート②に記載されてい
る。子どもの年齢と配役は、グループ内で設定
し、実施後にグループ内で役を演じることに
よって得た気持ちを共有し合い（②－Ｇ）、そ
の後演じたことによる気付きを個人で記述した
（②－Ｈ）。
ロールプレイ（②－Ｇ）では、それぞれの役
の体験による率直な気持ちについての記述が多
く、続く気付き（②－Ｈ）については役の気持
ちに加えて他の立場に触れた記述がみられた。
かみつかれたユウキの保護者役を演じた学生ｂ
は、ロールプレイ（②－Ｇ）において、「どう
して噛まれたの？」といった疑問が生じている。
そして続く気付き（②－Ｈ）において「親は見
ていないので、どんな状況で噛まれたのか知り
たいと思うので、しっかり保育士に説明して欲
しい。そしてどう手当てしたのかしっかりと対
応して欲しいと思うんだなと思った。」という
記述をした。このように、保育者に対する要望
が発生するという気付きは、保育実践における
保護者対応に繋がっていくことが期待される。
また、保育士役の学生は「ケンタの気持ちを知
りたい」など、対応の難しさと共に子どもの視
点に立とうとしていることが伺える。同じく保
育者役の学生の気付き（②－Ｈ）には、「（前略）、
口で注意し続けていたらどんどん争いが激しく
なってしまい、困りました。保護者にもどうし
て止められなかったのか自分の子どもが本当に
そんなことをしたのかと言われると（中略）、
おどおどしてしまった。子ども一人ひとりの気
持ちを聞いて、子ども同士が納得したと解釈し
ても保護者に納得してもらうのは難しいと思っ
た。」と記載している。ここから、保育者の状
況把握や子どもや保護者それぞれに対する誠実
な対応が求められることへの気付きを読み取る
ことができる。つまり、保育士役を演じること
で、子どもと保護者といった他の立場の気持ち
に対する気付きが得られたと解釈できる。
②－Ｇはロールプレイであり、その気付きを
②－Ｈで記述したため、本研究で期待する視点
の獲得は難しいと判断し、ロールプレイの経験
からの気付き（②－Ｈ）について、自分の立場
のみと、自分の立場を含めた複数の立場の 2 視
点で分類した（表 5）。ロールプレイによる気
付き（②－Ｈ）は、自分が演じた立場のみに留
まらず、多くの学生が複数の立場についても視
点が向けられていることが分かる。個別学習の
みの学習形態では、自分が体験した役について
の気持ちや気付き、さらに複数の立場までを想
像することが難しいとすると、グループ学習（学
習形態）やロールプレイ（方法）が有効的に機
能したことが示唆される。
続く 2 週目は、通して個別学習を行った。
表 5　ロールプレイによる気付きによる視点
視点 自分の立場のみ 複数の立場 計
対象数 3 8 11
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3．7．課題② ‐ I に対する回答と視点
学習形態：個別学習
獲得した視点：ワークシートにて視点教示済
②－Ｉでは、かみつきが起きた際の保育者と
しての子ども（ケンタ、ユウキ）と保護者（ケ
ンタの保護者、ユウキの保護者）に対する対応
と保育者間の連携について、学生の回答から検
討する。この設問は、ワークシートに注目すべ
き視点が示されているため、獲得視点について
は対象外とする。従って、これまでの取り組み
とのつながりが特徴的な記述に注目した。
まず、保護者の対応について取り上げる。保
護者への対応では、状況説明に関する記述が多
くみられた。これは、子どもへの対応に多くみ
られた「状況確認」をふまえて考えたというこ
とが推察できる。ここで、先程注目したかみつ
かれたユウキの保護者役をロールプレイで体験
した学生ｂを例にとる。学生ｂは、②－Ｈの気
付きの中で、演じたかみつかれたユウキの保護
者の気持ちと保育者への要望を記述した。その
上で、続く対応（②－Ｉ）において、ケンタの
保護者に対して、「子どもの気持ちを代弁。噛
んでしまった状況説明。」とし、ユウキの保護
者に対しては「ケガへの対応について度合いな
ども含め説明。状況を説明。」と記述している。
これは、ロールプレイでの気付きが、それぞれ
の保護者への対応にいかされていることが伺え
る。
次に、保育者間の連携の記述を取り上げる。
保育士役を体験した学生は、②－Ｈの気付きの
記述において子どもと保護者のみに注目してお
り、保育者間の連携について記述はしていな
かった。しかし、本設問においてはワークシー
トの支援により、ロールプレイの経験をいかし
ながら保育者間の連携という新たな視点を獲得
したといえる。今回のロールプレイのあらすじ
設定は、保育士役を体験した場合も保育者間の
連携について視野の獲得をねらうことは難し
かったといえる。従って、いくつかの設問同士
が補い合いながら、最終的に課題の目標達成が
可能であるようにワークシートの構成をするこ
とが望ましいといえる。
3．8．課題②－ J に対する回答と視点
学習形態：個別学習
獲得した視点：子ども、保育者、保護者、連
携（保育者間）、連携（保護者）
②－Ｊでは、1 週目と 2 週目のまとめとして、
かみつきに関する考えを記述したことから、最
終的な視点の獲得をみることができる（表 7）。
表 7 から、研究協力者である 11 名全員が、
かみつきに関して保育者という視点を得たこと
が分かる。ロールプレイ（②－Ｇ）では、保育
者間の連携についての記述はなかったが、ここ
ではワークシート上に記入のポイントが示され
ていたことが支援となり、8 例の記述に至った
と考えられる。
　
　
　
　
　
　
次に、課題に関して獲得が期待される 5 つの
視点を含め、多様な視点に触れながら記述をし
た学生ｃの回答を以下に示す。
　
学生ｃの記述からみる視点の獲得
（ア）言葉が上手に話せない子どもの感情
の出し方として、噛みつきは実際に起きて
しまう物。（中略）噛みつきは、誰も良い思
いをしないので、（イ）未然に防ぐことと
（ウ）起きてしまった時の対処、この両方
をしっかりと決めておく必要があると思っ
た。（エ）防ぐ為には起きやすいポイント・
子ども、起きた時はどの手順で双方の子ど
もに対応するのか等、またそれも必ず保育
者全員が共有しておくことも大切なことの
表６　‌かみつきに関して獲得した視点と‌‌
獲得学生数
獲得が期待される視点 獲得学生数
• 子ども 3
• 保育者 11
• 保護者 2
• 連携（保育者間） 8
• 連携（保護者） 4
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1 つだと思います。そして、子どもだけで
なく、保護者への対応も信頼関係を保つた
めに真剣に考えなければなりません。その
為には（オ）何よりもまず事実をしっかり
と伝えることが大切だと思うので、（カ）
日頃どのように広い視野でしっかり子ども
の姿を見るのか考えようと思いました。
　
この記述から、学生ｃは（ア）子どもの発達、
（イ）防止対策、（ウ）対応方法、（エ）保育者
間の情報共有、（オ）保護者対応、（カ）保育へ
の姿勢といった多様な視点をもってかみつきに
関して捉えていると解釈できる。獲得が期待さ
れる 5 つの視点は、子ども・保育者・保護者・
連携（保育者間）・連携（保護者）であるが、
学生ｃの「噛みつきは、誰も良い思いをしない
ので（後略）」という表現に子どもや保護者の
視点を含むとするならば、本学生は、本稿で注
目した 5 つの視点の獲得に達したと解釈でき
る。ワークシートの順を追って、かみつきに関
する視点を増やしていったとも捉えられる記述
であるといえよう。
 
3．9．学生 a における視点の獲得の変容
ここまで11名の学生の回答と視点について検
討してきたが、最後におむつとかみつきに関す
るそれぞれの課題において11名全体の変容と同
じ傾向がみられた学生ａについて、獲得した視
点の変容を検討していく。学生ａが「おむつ」
と「かみつき」に関する課題における取り組み
を通して獲得した視点は、表 7 の通りである。
まず注目したい点は、各課題の開始時に比べ、
終了時に視点が増加していることである。特に
「おむつ」において、取り組みが進むに従って
視点が 0 から 3 へと変容している。また、課題
かみつきにおいては、時間経過による比較はし
難いが、最終的に 4 視点と複数の視点を得てい
ることが分かる。また、どちらの課題において
も、2 週目に視点が増加していることが明らか
となった。
次に注目すべき点は、学習形態との関連性で
ある。前に述べた通り、取り組みが進むにつれ
て視点の獲得がみられると解釈できるのと同時
に、グループ学習後の設問においても、同じよ
うに視点の増加が認められた。「おむつ」に関
しては、Ａ→Ｂ・ＣとＤ→Ｅの 2 回についてこ
の解釈に該当する。さらに、ワークシートにお
ける視点の獲得への支援との関連も否定できな
い。そこで、新たな視点を獲得した中でも、①
－ＤとＥについて取り上げ、検討していく。
おむつの吸水性についての実験をグループで
実施した①－Ｄでは、「（前略）布より安心して
着けることができると思う。（中略）紙おむつ
の吸収性の凄さを知ることができました。」と
記述しており、子どもの視点を得てはいるもの
の、吸水性に対する印象が強いことが伺える。
それに対し、①－Ｅの布・紙おむつの利点と欠
点については、おむつに対する手間と、愛着形
成やスキンシップに注目した記述がみられた。
手間を利点と欠点のどちらの見方からも捉えて
表 7　布・紙おむつ、かみつきにおける課題において学生 aが獲得した視点の変容
課題 ワークシート①おむつ ワークシート②かみつき
取組み 1 週目 2 週目 1 週目 2 週目
学習形態 グループ グループ 個別 グループ 個別 グループ 個別 個別
設問 A B・C D E F G・H I J
• 子ども ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
• 保育者 ◯ ◯ ◯
• 保護者 ◯ ◯ ◯
• 連携（保育者間） ◯
• 連携（保護者）
視点数 0 1 1 3 3 ─ ─ 4
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おり、保護者による布おむつの手間を利点とし
て、「替える回数が多いため愛着形成につなが
る」と記述している。これは、先の①－Ｅでこ
の学生ａについて解釈した通りである。「おむ
つ」に関する記述からは、グループ学習や他者
の見方などに関する言及はみられなかったが、
ワークシートの最終欄に設けたグループ学習に
対するアンケートには「実験で自ら赤ちゃんの
気持ちを体験することができた」と記述してい
ることから、学生 a にとっては、学習方法が学
びへの深まりを左右していることが推察され
る。同時に、学習方法を見通したワークシート
の構成も学生ａに影響を与えたと考えられる。
さらに、「かみつき」においては、同じくアンケー
ト欄に「他の人の意見を聞くことができ学びが
深まった」と記述しており、グループ学習を評
価していると解釈できる。
これら学生の記述から、ワークシートの活用
とグループ学習の学習方法による刺激が加わる
ことで、課題に対する新たな視点の獲得が可能
となることが示唆された。
4．総合考察
本研究では、保育士養成科目「乳児保育」に
おいて、視点の獲得を支援するワークシートの
活用と、個別学習とグループ学習における視点
の獲得の関係について検討を行なった。対象と
した 2 種類のどちらの課題においても、個別学
習後のグループ学習で新たな視点の獲得が認め
られた。保育について学び始めたばかりの学生
にとって、他者と意見を交わし合うことによる
気付きは、グループ学習という刺激によって視
点が増えたと考えられ、今後の子ども理解へと
つながっていくことが期待できる。
また、講義だけでは視点の増加が難しい課題
であるとしても、体験型の学習方法を加えるこ
とによって、多様な視点の獲得へと導かれるこ
とが示された。これは、それぞれのワークシー
トの最終欄に設けたグループ学習についてのア
ンケートによる、おむつの実験の経験が子ども
を理解しようとする姿勢へとつながったこと
や、かみつきのロールプレイ後にそれぞれの役
の気持ちを共有したことなどの記述からもみる
ことができる。学生の学びには経験が深く関
わっているといえる。
3 歳未満児の保育現場の多くは、複数の保育
者によって行われている。学生の間に他者との
学びを積み重ね、保育を見て他者の意見を活か
していく方略を得ることにより、保育者間に同
僚性を築き保育の質向上に向けた検討がなされ
ていくことは期待される。
今回対象としたワークシートは、課題の目標
を達成することに加え、多様な視点の獲得を支
援することを可能にしたが、設問によっては曖
昧であった。視点の獲得に至らなかった例をみ
ると、設定されたロールプレイだけでは、保育
者間や保護者との連携の視点の獲得はみられな
かった。一方で、一つの課題の中で学習形態や
方法に変化をつけることで、最終的に多様な視
点の獲得が可能になることも示唆された。しか
し本研究は、ワークシートと学習形態と視点の
獲得の関係に留まっており、視点の獲得が認め
られた具体的な過程については検討していな
い。3 歳未満児の保育実践に向けた授業課題を
検討し、学習の達成に向けたより有効な課題を
設定していくと共に、グループ学習における視
点の獲得の過程について、変容を明らかにする
ことは今後の課題といえる。
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